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Ｌ 平成２５年度二上コミユニテイ実施計画案

目的

学校と地域の人々（保護者・地域住民等）が目標を共有し、一体となって地域

の子どもたちを育んでいくことで、子どもの豊かな育ちを確保する。

２意義

（１）学校運営に多様な人の意見を取り入れることで、より多角的な教育内容を確保

し、子どもの豊かな育ちを期待できる。

（２）保護者や地域住民の学校への理解が深まる。

（３）子どもたちが、教員以外の大人たちと日常的に接することで、多様な価値観に

ふれ、たくさんの知恵を吸収できる。

（４）日常的な地域の「大人」とのかかわりのなかで、「やさしさ」や「厳しさ」を実

感させ､大人への強い信頼感を築かせ､大人へのあこがれや尊敬の念が培われる。

（５）学校を拠点とした「地域コミュニティの形成」から近隣どうしのつながりを強

固にし、保護者や地域住民同士の「横のつながり」が強まる。

３目標

（１）授業公開、懇談会、学年・学校だより、ホームページ等を通して学校情報の積

極的な発信に努め、保護者や地域と情報を共有し、ともに子どもを育てる学校づ

くりに努める。

（２）保護者や地域住民の意見を学校運営に反映させ､学校評議員(二上運営協議会)、

二上コミュニティ推進委員会の意見や助言を真筆に受け止め､教職員と保護者や

地域住民が一体となり、責任を共有し合いながら、地域と共に歩む学校づくりを

進める。

（３）地域の価値観を受容し、人の強みをつなぎあわせ、変化の自覚が味わえる取組

を推進する。

４ 研 究 課題

｢地域に開かれ､地域とともに歩む学校をめざして」

～学校･家庭｡地域社会との連携･協働を通して～



５ 研 究 内容

コミュニティスクールの実現に向けて学校と地域のつながりや新たな粋を結び､学

校･家庭地域が互いに助け合う協働の関係を作り、共に教育を創る活動が学校･家庭・

地域でそれぞれ行われ、互いに協力し、支え合う関係にある学校づくりを進める。

６研究組織

(別紙）

７研究計画

本年度は本校の子どもの実態且つ奈良県教育の課題を踏まえ､三つのプロジェクト

を編成した。

①基礎学力定着、学習意欲の向上を図る学力向上プロジェクト

②社会性や規範意識を高めるための生活力向上プロジェクト

③健康。体力の向上をめざした健康力向上プロジェクト

学力向上プロジェクト

[基礎学力向上部会］

[読書活動部会］

地域人材の専門性を生かした授業づくりや子どもたちの学習

規律の育成を図る。

読み聞かせを通して、読書に親しむ態度を育成するとともに、

読書を通し､言葉を学び､感'性を磨き豊かな創造力を育成する。

生活力向上プロジェクト

[生活安全部会］

[勤労生産部会］

安心安全が確保され、規範意識や社会性を高め、挨拶でつなが

る学校、地域をめざす。

勤労の尊さを知り、働く喜びを感じさせ、人とのふれあいを通

し、敬う心を育てる。

健康力向上プロジェクト

[体力向上部会Ｉ

[食育健康部会］

外遊びや体育学習を通して､進んで運動に親しむことや､地域・

保護者とともにふれあいながら体力の向上をめざす。

食事の重要性、食事の喜び、楽しさを理解させ、食生活のマナ

ーや食事を通じた人間関係形成能力育成を図る。
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６月１２日（水）本校体育館にて本年度第１回二上コミュニティ推進委員会を開催しました。

はじめに開会行事の中で来賓としてご出席をいただいた奈良県教育委員会事務局人権地域
教育課の奥田秀紀課長よりご挨拶をいただきました◎奥田課長からは、二上小学校が平成24年
度に地域教育力推進モデル校として指定を受け、地域と共にある学校づくりのリーダ一校として取
り組んでいることへの激励の言葉をいただきました。そして、本年度はこのモデル校の取組の成果を
受けて、学校･地域パートナーシップ事業が県内の公立小中学校の約9割で実施され、さらに県

立高等学校、特別支援学校でも７校のモデル校を指定し、平成
26年度からは全県で｢地域と共にある学校づくり｣を推進していく
というお話もありました。

教職員・保護者･地域がコラボ(コラボレーションニ協働)してい
くことで、地域と教職員のコミュニケーションが生まれ、地域とつ
ながりが深まる。さらに熟議を通して学校や子どもたちの課題が
明らかになり、共通理解が進みながら、また先生方が子どもたち
と向きあう時間が確保できるなど､地域と共にある学校づくりのメリ
ットが期待できる。さらに、この取組推進の原動力は、子どもたち
が変わっていく姿を実感できることであり、子どもたちにかかわる人醸醇傘蕊
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その後、本校の職員、推進委員の方々、そして市内の学校
職員及びPTA･地域関係者も参加し研修会を行いました。

研修会では、奈良県学校コミュニティアドバイザーの高木和

久先生より｢学校と地域の協働で子どもを育てる｣という演題で
ご講演をいただきました。

高木先生の講演では、社会で今どんなことが起きているの

か、いじめ、体罰、予期せぬ災害、自殺、無縁死、ＤＶや虐待
が日々増えていること、その中で苦しんでいる子どもが増加して

いること、このような現状より人と人との繋がりが希薄となってしま
っているというお話から始まりました◎

高木先生が勤めておられた学校も様々な課題のある中、新
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たな仕組みや組織づくりを行い、みんなで熟議(それぞれが当事者意識をもって議論)し、課題の
解決に向けて、学校と家庭･地域が一緒に汗をかき協働しながら取り組まれ、コミュニティスクール
を立ち上げたというご自身の経,験を話していただきました。

そして、コミュニティスクールの必要性として、子どもたちは、いろいろな大人とかかわる中で､コミ
ュニケーションや社会性を身につけ、成長する。まさしく『地域は子どもたちを育てる教育の場』なの
であり、学校と家庭･地域が協働して取り組むことで､地域も活性化し、学校への理解も深まり、大

々の笑顔も子どもたちによってもたらされる。学校が変われば地域も変わり、地域が変われば子ども
も変わる。子どもが変わると未来が変わってくる。子どもたちの豊かな育ちを支援し、社会的な緋、
意識が高まり、地域教育力が高まっていくこのような取組が必要だと話されました。

続いて、コミュニティスクール担当より、昨年度の6部会(勤労生産部会、生徒指導部会、健康
教育部会、体育指導部会、文化情報部会、生活安全部会)の取組と本年度の二上コミュニテ
ィ実施計画案(研究組織、研究計画)についての説明を行いました。

有する課題を明確にし、一緒になって汗をかいて喜び合い、一
人一人の強みを生かして関わっていけるようなコミュニティにして
いって欲しいというご助言もいただきました◎

高木先生の講演終了後には、各部会(勤労生産部会、生
活安全部会、読書活動部会、基礎学力向上部会、体力向
上部会、食育健康部会)に分かれての意見交流を行いまし
た。それぞれの部会で子どもたちの様子を情報交換しながら課
題等を出し合い、本年度の取組の方向性等を探る話し合いを
進め、第１回の推進委員会を柊えました。

人も地域も共に成長する機会となったことなどをお話いただきました。
さらに、これから１０年後、２０年後地域を支える子どもたちを地域も学校も同じ目の高さで、一緒

になって育てていくことが大切であり、子どもたちが自分の住んでいる地域の中で将来、コミュニティ
を形成していくことが重要である。そして、そのコミュニティの形成を進める上でも、地域と学校が共


